
  
 

当
社
の
歳
旦
祭
に
合
わ
せ
、
初
神
楽
祈
祷

を
斎
行
致
し
ま
す
。
当
社
拝
殿
内
に
て
稲
生

の
大
神
様
と
と
も
に
新
た
な
年
を
お
迎
え
頂

き
、
こ
の
国
の
安
寧
と
延
い
て
は
皆
さ
ま
の

平
穏
無
事
を
願
い
ま
す
。 

新
春
を
寿
ぐ
歳
旦
祭 

初
神
楽
で
は
、
天

の
岩
戸
開
き
の
神
事
に
習
い
、
巫
女
と
楽
人

の
奉
仕
に
よ
り
神
楽
舞
を
奉
納
致
し
ま
す
。

凛
と
し
た
殿
内
で
新
た
な
年
を
新
た
な
お
気

持
ち
で
お
迎
え
頂
き
、
良
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
案
内
致
し
ま
す
。 



令
和
六
年 

伊
奈
冨
神
社 

歳
旦
祭
初
神
楽
の
ご
案
内 

 

謹
啓 
向
寒
の
候 

愈
々
御
清
栄
の
段 

慶
賀
に
存
じ
ま
す
。 

平
素
は
伊
奈
冨
神
社
の
事
に
関
し
種
々
御
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
、
皆
様
に
は
こ
の
一
年
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
標
記
の
通
り
、
当
社
歳
旦
祭
に
あ
た
り
、
初
神
楽
を
斎
行
致
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
稲
生
の
大

神
様
と
と
も
に
新
た
な
年
を
お
迎
え
頂
き
、
令
和
六
年
が
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
左
記
の
通
り
ご
案
内
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

先
ず
は
右
、
歳
末
の
御
礼
方
々
、
書
中
を
以
っ
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白 

 
 

 

令
和
五
年
師
走 

 

伊
奈
冨
神
社
社
務
所 

各 
 

 
 

位 
記 

 

一
、
日
時 

令
和
六
年
元
旦 

午
前
零
時 

斎
行 

一
、
場
所 

伊
奈
冨
神
社
拝
殿 

一
、
申
込 

左
の
申
込
書
式
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
神
社
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 

※
お
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 

※
十
組
限
定
の
お
申
し
込
み
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

一
、
問
合 

伊
奈
冨
神
社 

電 

話 

〇
五
九―

三
八
六―

四
八
五
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
九―

三
八
六―

九
二
八
一 

※ 

当
日
は
初
詣
の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
昇
殿
ご
案
内
の
都
合
上
、
十
五
分
前
ま
で

に
当
社
拝
殿
東
側
通
用
口
（
拝
殿
向
か
っ
て
右
）
に
ご
参
集
下
さ
い
。 

※ 

男
性
は
背
広
な
ど
、
女
性
は
そ
れ
に
準
ず
る
改
ま
っ
た
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。
殿
内
は

冷
え
込
み
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
防
寒
対
策
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。 

き
り
と
り 

令
和
六
年 

伊
奈
冨
神
社 

歳
旦
祭
初
神
楽 

申
込 

願
意 

 

生
年
月
日 

氏
名
（
ふ
り
が
な
） 

〒 

住
所 

    

←こちらの QR コードからも

お申込み頂けます。 


